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 要旨：一般社団法人 教育のための科学研究所が提供するリーディングスキルテスト（RST）を2020年 10～12月に本校品川

キャンパスの 1年 1組から 4400 クラスまでの計 16クラスを対象に実施した．RST は 7項目（係り受け解析，照応解決，同義

文判定，推論，イメージ同定，具体的同定：辞書，具体的同定：数理）の能力を評価し，能力値という値が出力される．結果，

「1 年生を含む全クラスで能力値の中央値は学生・社会人受検者の平均程度であり，高学年でもその値に変化はみられない」，

「図表を読み取る能力が全体的に高い」，「自学自習に関連する項目の能力が低い」ことがわかった．現状のままでは読解力

の向上は図れず，改良していく必要があると考える． 
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1. はじめに 

 

「教科書・実験指導書を読めない学生が多い」と感じて

いたが，それが本当に読めないのか，面倒で読んでいない

のかわからずにいた．そんなときに『AI vs. 教科書が読め

ない子どもたち』[1]の存在を知った．著者の新井氏は2011

年に「ロボットは東大に入れるか」[2]という人工知能プロ

ジェクトのディレクターを務めており，その当時このプロ

ジェクトが東ロボと略されて新聞記事になっていたものを

読んだ記憶がある．「目的は，AIはどこまでのことができ

るようになって，どうしてもできないことは何かを解明す

ること」[3]だったそうだが，メディアでさわがれた当時，

私はこの目的まで知らなかった．このAI研究を進める中

で，新井氏は大人を含め多くの人が「教科書」を読めない

ことに気づき，リーディングスキルテスト[4]（以降RSTと

する）を開発，その結果を元に上記の著作を出版した．タ

イトルが世間の強い関心を呼ぶものであったためか瞬く間

にベストセラーになり，私も，ちょうど考えていたこと

（AI は無かったが）とタイトルがそのままだったため興味

を覚え読んだ．そしてRSTの存在を知ったのだが，学生に

受験させるにしても海のものとも山のものとも分からない

ものに自信を持って予算申請することができず悩んでい

た．そのさなか，翌年，「AIに負けない子どもを育てる」

[5]が出版された．体験テストが掲載されていたため直ぐに

購入し，2019年 10月に5100クラスの学生42人に対し試行

した．この結果を機械システム工学科の数名の先生に確認

していただきコメントを頂き，作文力や授業の理解度と相

関があると思われたため，翌2020年に品川キャンパスの1

年1組から4400クラスまでの計16クラスの学生に対して

一般社団法人 教育のための科学研究所が提供するRSTを実

施した． 

 

2. リーディングスキルテスト概要 

 

RSTは 7つの項目（係り受け解析，照応解決，同義文判

定，推論，イメージ同定，具体的同定：辞書，具体的同

定：数理）を評価することができ，2016年 4月から公開さ

れ，4年間で小学5年生から社会人までのべ約20万人が受

験しているテストである[6],[7]． 

出題される問題は2019年の段階で15,000個に達し，逐次

問題の質の評価と新しい問題の作成が行われている．問題

は全て短い文章で構成されており，出典は小学校・中学

校・高校の教科書，新聞，辞書，比較的新しい法律，オリ

ジナルとなっている．テストはオンラインで実施し，1回約

50分（回答時間は基本的に35分）かかる．オンラインの利

点を活用し，膨大な問題の中から受検者の能力に応じた問

題のレベルを，健康診断で行われる視力検査のように変

え，読解能力を評価している[8].このため，同時に受験を

しても隣り合う学生で異なる問題を解くことが多々ある．  

受検者には受検後自分の成績がまとめられたページが開

示され，結果に対するコメントも記載されている．（ただ

し，このページで具体的同定は辞書と数理を合わせた平均

のみが表示される．） 

結果は能力値という値で出力される．これは一般社団法

人 教育のための科学研究所が定義した値で，どのようなデ

ータ処理をしているかは公開されていない． 

1)東京都立産業技術高等専門学校 ものづくり工学科 
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以降，各項目の内容を説明する． 

 

2.1.  係り受け解析 

 

「文の構造を正しく把握する．読解力の最も基礎となる

能力」で，この能力が十分に上がらないとそれ以外の能力

の向上が見込めないとされている． 

例題 

答え：② 

 

2.2.  照応解決 

 

「代名詞が何を指しているかを正しく認識する」能力と

説明されている． 

例題 

答え：① 

 

2.3. 同義文判定 

 

「与えられた二文が同義かどうかを正しく判定する．語

彙力や論理力が必要．日常生活での経験や伝聞から得られ

る常識と，小学校おける学び等から得られた知識，簡単な

論理推論によって，未知の用語の意味を実世界に関する知

識の中に位置づける．記号列としてのテキストを実世界に

正しく埋め込み，まさに「意味を理解する」プロセス」と

されている． 

例題 

答え：① 

 

2.4. 推論 

 

「既存の知識と新しく得られた知識に対して，論理推論

を働かせることにより，実世界に関する更なる知識を獲得

する．」とされている．1つの知識を数倍，数十倍に拡張で

きる能力とも説明されている． 

 

 

例題 

答え：①  

 

2.5. イメージ同定 

 

 「文と非言語情報（図） を正しく対応づける」，この項

目以外の6項目を非言語情報（図等）についても実行し，

文と非言語情報（図等）とを正しく対応させることができ

る能力と説明されている． 

例題 

答え：① 

 

2.6. 具体的同定：辞書 

 

「辞書の定義を用いて新しい語彙とその用法を獲得でき

る」と説明されている． 

例題 

答え：①②④ 

 

2.7. 具体的同定：数理 

 

「理数的な定義を理解し，その用法を獲得できる」と説

明されている．数学的に正しいことのみが出題されるため，

受験勉強で暗記をしていた場合には正しい評価ができない

と新井氏が公言している[9]． 

例題 

答え：①③ 
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3. 結果・議論 

 

図 3.1～図3.7に RSTの各項目について、品川キャンパス

の1年から4年のクラスごとのデータを箱ひげ図にし，そ

の上にデータ点を重ねたものを示す．全ての図で横軸はク

ラス，縦軸は能力値である．箱内の実線は中央値，太い点

線は平均値となっている．なお，横軸の「新21」のように

「新」から始まる4つのデータはクラス分け後の名列で1

年生のデータを分け直したものである．また，縦軸の能力

値は-2～3の範囲で表示しているが，-2以下のデータも存

在した事を報告しておく．能力値はプラスで能力が高い，

マイナスで能力が低いことを示し，ゼロは中学生の上位

50％を含む最低点数とされている．また，能力値が1は学

生（大学・大学院・短大・高専4,5年）・社会人の上位

50％を含む最低点数と考えて良い（実際は項目により値が

異なる）． 

結論から書くと 

ア) 全項目で各クラスの中央値は1年生から学生・社会人

受検者の平均程度である 

イ) 全項目で学年が上がることによる能力値の向上は見ら

れない 

ウ) 推論（図3.4）の能力値が低いクラスが多い 

エ) イメージ同定（図3.5）の能力値が全体的に高い 

オ) 具体的同定の辞書（図3.6）の能力値が全体的に低い 

ことがわかる． 

年次進行で測定したデータでは無いため，1年と2年な

ど，学年間で比較をしてよいか議論の余地はあるが今回は

このデータから上記のことを読み取った．ア）から順に議

論を行う．中学生の能力値の平均が『0』学生・社会人の平

均が『1』で，本校の1年生でも能力値の中央値が各項目で

大体『1』であるため，本校学生はRSTで測ることのできる

読解力が高い者が多いといえる．また，高校の偏差値と

RSTの正答率に相関があるといわれており[10]，さらに普通

高校でも学年が上がることに読解力の向上がないのであれ

ば，1年生から能力が高いことは，入試倍率（入試時の偏

差値）と関係があるのかもしれない．今後入試に関する情

報が入手できれば是非確認してみたい．次にイ）について

だが，各コース2年生から実験実習で，専門用語で書かれ

た指導書の読み込みとレポートの作成が始まる．1年生で

はほとんど無かった専門分野の文章作成と指導が行われる

ため，特に「係り受け解析」，「照応解決」の能力値が大

きく向上すると予想していたが，特徴的な傾向は全コース

で見られなかった．どの学年でも能力値にほとんど差が無

いことから，読解力の向上を目指すのであれば，現状の指

導方法を見直す必要があるのかもしれない．ウ）の推論の

能力値が低いことは，もしかすると教員がテスト前に予想

問題を学生に示すとか，過去問と似た問題がテストに出題

されるなど，授業中の説明や教科書の内容を理解し推測し

て問題を解く必要が無いため，この能力が低かったのでは

ないか．この能力と同義文判定は自学自習に必要な能力と

いわれている[11]．本校卒業後，エンジニアとして独学で

新しい分野について学び，新しいものを作っていく学生に

は必要な能力である．能力向上の方法を模索していきた

い．エ）のイメージ同定の能力値が高いことは実験データ

を扱う本校としては望ましい（当たり前の)結論が得られ

た．最後のオ）について，本校の授業は高学年になるほど

抽象的な概念でいろいろなものが定義されていく．教科書

には新しい専門用語が出てくる度に定義が書かれ，それを

学生は読んでいるはずなのだが，この結果も教科書を読み

自学自習をしておらず，新しい用語は授業で先生の詳しい

説明を聞いて知ることを示していると考えられる． 

ここからは感覚的な話になり，本編に加えることは不適

切かも知れないが，備忘録として記す．まず，RSTの能力

値が高いからといって，長文を読めるとは限らない感じが

している．RSTの能力値が非常に高いのに，専門科目や実

験実習で成績が芳しくない学生が多々存在している．ま

た，RSTの能力値とコミュニケーション能力にも相関が無

い感じがしている．これは，学生の就職活動を見ていて感

じた．さらに，RSTを採用試験に利用する企業が出始めて

いる．適性テストの一環として用いられると思うが，適性

テストと異なり，RSTは問題集で対策できない．それほど

図 3.1 クラスごとの能力値分布（係り受け解析） 

図 3.2 クラスごとの能力値分布（照応解決） 

図 3.3 クラスごとの能力値分布（同義文判定） 
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普及しないと思うが，こういった意味でも学生の読解力向

上を図る必要がある．本校において読解力を向上させる最

も効果がありそうな方法は，学生の「授業に対するやる気

をあげる」ことだと思っている．当たり前のことだが，た

ぶん本校学生に今一番必要なものである．  

 

4. おわりに 

 

 2020 年 10～12 月にかけて品川キャンパスの 1 年

1 組から 4400 クラスまでの計 16 クラスを対象に一般

社団法人 教育のための科学研究所が提供するリーデ

ィングスキルテストを実施した．1 年生から学生・社

会人受検者の平均程度の能力を有していること，こ

の値は4年生になってもあまり変化が無いことがわか

った，また，推論する力と新しい用語の定義を理解

する力が弱いことがわかった．今回の結果，読解力

に関しては入学当初の能力に依存しており本校教育

での向上が図れていない可能性が示唆された． 

2022 年度から高校の国語（選択科目）に「論理国

語」[12]，[13]が導入されることからも，国は文章を

論理的に読み解く能力が今の生徒に不足していると

認識していると考えられる．今後，本校全体（一

般・専門科目）で読解力を向上させるような授業改

善が必要だと考える．  
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図 3.4 クラスごとの能力値分布（推論） 

図 3.5 クラスごとの能力値分布（イメージ同定） 

図 3.6 クラスごとの能力値分布（具体的同定 辞書） 

図 3.7 クラスごとの能力値分布（具体的同定 数理） 
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